








要約 

Menkes Kinky Hair Syndrome は予後不良の疾患であり,治療法も確立されていないので,出

生前診断が望まれる。本症の培養皮膚線維芽細胞中の銅の含有量の高いことが報告されて

おり,微量の銅を高感度に測定する目的で,ゼーマン原子吸光分光光度計を用いたところ好

結果を得ることが出来た。この方法は本症の出生前診断に応用出来る可能性があるものと

思われた。 


